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　コンピュータがいずれ個人にも普及する、マイ・

コンピュータ（マイコン３）の時代が来ると言われ

はじめた時代、パソコンはプログラム（コンピュー

タ言語）が分かる一部のエンジニアや好事家のもの

であった。しかし、従来に無い全く新しい何か（「こ

と」）を産み出す可能性は、その普及を促進してい

く。パソコンのハード・ソフト両面の進化が「も

の」としての利便性を高めていき、文書作成（ワー

プロ）、表計算、データベース管理といったビジネ

スユース＝あたらしい「ことづくり」が普及し始め

ると、日本語対応などの面から、国内にあっては、

日本独自の仕様が日本市場を席巻することとなっ

た。しかし、ハードがさらに進歩して、日本語対応

などの特殊性をソフト的に克服することが可能に

なってくると、独自性が崩れてくる。世界的に普及

する機器、部品を搭載したパソコンに対して、日本

の独自仕様は、価格面やソフトの革新性で後れをと

るようになっていくのであった。その際のキーテク

ノロジーが世界共通のプラットフォームとなった

CPU（中央演算装置）とOS（オペレーションシス

テム）である。

　「ものづくり」の側面からみると、当時のパソコ

ンは、処理速度の高速化や、画面の高精細化、ノー

ト型の登場などの使い勝手の向上等、足早の進化を

遂げていた。しかし、「もの」としてどれほどの高

性能を発揮できたとしても、共通のOSとそれに対

応した CPUを搭載していなければ、ビジネス等に

は利用できないただのハコに過ぎなかった。ビジネ

スモデルとしては、「ものづくり」の優位性ではな

く、標準化が数の論理を制したのであった。

　このような状況に変化をもたらしたのはインター

ネットである。パソコンは計算機能とともに通信機

能を持っているが、インターネットの普及により、

通信機能が最大限発揮されることとなり、ビジネス

の現場から一般家庭に普及を始めたパソコンおよび

インターネットは、SNS や様々なネットビジネス

など新たな「こと」を産み出していく。

　パソコンを機能させるためのOSが不要になった

わけではないが、インターネットは OS を選ばな

い。パソコンの通信機能を発揮できれば、だれでも

がインターネットに接続できるのである。「こと」

が標準化された結果「もの」の標準化が崩れたとも

言える。このような流れを明確にしたのは、携帯電

話によるネット接続である。携帯電話にもOSは搭

載されているが、それは、パソコンのそれとは別も

のであった。携帯性や価格面で、パソコンに比較し

て大幅に手軽な携帯電話によるネット接続は、ま

だ、その成立が不透明であったネットビジネスの実

現可能性を明らかにし、新たなしかも大きなビジネ

スチャンスをもたらしたのである。

　このような、“外出先から手軽にネット接続”と

いう新しい「こと」を創造し具体化したのは日本企
　　　　　　　　　　　　　　
３	 マイクロ・コンピュータの略称としてのマイコンという呼称も存在する。

図表２　PC のビジネスモデルの変遷
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業であったが、世界標準となったのは、わが国の技

術ではないスマートホンであった。しかし、たまた

ま、わが国は、標準化というビジネスモデルを主導

することはできなかったが、「ものづくり」だけで

なく「ことづくり」においてもその独創性や先進性

を示したと言えよう。

　現在、インターネットというネットワークの普及

の前に、ビジネスモデルとしてのOSはその威力を

失いつつあり、無償化に向かっている。代わりに、

Facebook などのネットワークをプラットフォーム

とした新たなビジネスの創造、すなわち新たな「こ

とづくり」が世界中で競われている。

　コンピュータの個人への普及は、「ものづくり」

の革新により実現し、更には、新たなネットワーク

を産み出した。ネットワーク社会の到来は、人々の

価値観を変化させつつあり、新たな「ことづくり」

が産み出される契機となっている。

２．多様性と付加価値

　ネットワークはどのような「ことづくり」をもた

らすのであろうか。

　ネットワークがもたらす新たなビジネスモデルと

して、Web2.0の初期に注目を集めた概念にロング

テールがある（図表３）。パレートの法則が該当

し、標準化による数の論理に伴う利益の確保が一般

的と考えられて来た IT業界において、ネットワー

クを活用することで、多品種少量のロングテール部

分でもビジネスの可能性があることを示された。

　ネットワーク上では、顧客の価値観がすぐに共有

されることに対応することが必要となる一方で、多

様性に対応することもビジネスチャンスにつなが

る。ひとつのジャンル＝集合体としての市場の成長

の中に、顧客の自己実現に関わる多様性への対応が

求められている。

　パソコンは、コモディティ化し、価格は従前より

もかなり下がって来ており、わが国においては成熟

市場と言っても良い。タブレットのような新たな携

帯端末も登場した。しかし、ネットワークに接続

し、新たな「ことづくり」の可能性にアクセスする

ための、パソコンの「もの」としての価値が失われ

た訳ではない。パソコンは多様な「こと」との関係

性を創造し、ビジネスとして継続するには付加価値

を得る「もの」であることが求められている。

　数年前、40℃に達しようかという８月のローマ市

内を徒歩で巡った際に、コロッセオで買い求めた

200mℓのミネラルウォーターは、通常１ユーロ程

度のものが３ユーロ（当時の価格：約500円）した

が、その冷えた味は格別であった。筆者にとって、

これは、一種の「ことづくり」であった。

　この場合、筆者の渇きに対する冷水の提供という

「ことづくり」によって水に対してつけられた付加

価値は、もの売りが得たことになる。価値観の変化

は、ビジネスチャンスを産むが、その付加価値を誰

れがどうやって手にするのかという点でも多様化す

るのである。

３．ものづくりとことづくりの間で

　「ものづくり」と「ことづくり」について、顧客

の価値観の変化との関係をみてみる（図表４）。

　例えば、パソコンの普及に、日本語入力という

「ことづくり」は大きく貢献した。先にみたとお

り、パソコンは顧客の価値観の変化、あるいはもの

づくりの技術革新によりその形態を大きく変えてき

図表３　ロングテール
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ているが、日本語入力機能は変わらず存在してい

る。もちろん、変換ソフトの進化や、様々な機能の

向上はなされているが、日本語入力という「こと」

から考えた場合、日本語入力ソフトという「もの」

は存在し続けている（図表４：Ａ→Ａ’）。

　次に、パソコンの表示装置（「もの」）をみてみる

と、ブラウン管から液晶に大きく変化している。作

業を視覚に訴えるというレベルでの「こと」は、変

わらないが、顧客の価値観の変化に伴い、外出先で

使う、あるいは大画面で多数の情報を処理するとい

う新しい「ことづくり」が求められた時、ブラウン管

よりもよりその要求に応えられる新しい「もの」とし

て液晶がその地位についている（図表４：Ａ→Ｂ）。

　また、近年、普及しつつあるタブレット端末はコ

ンピュータの一種であり、様々な利用シーンに応じ

た機能選択により、電子書籍など、新たな「ことづ

くり」につながりつつあるが、パソコンと完全に代

替するものではなく棲み分けがなされている。（図

表４：Ａ→Ａ’＋Ｂ）

　さらに、ものづくりのイノベーションが、顧客の

価値観を換えるケースも存在する。一般企業の事務

作業において、パソコンの普及と機能の向上は、作

業に必要な人員数と必要とされる能力を大きく変換

させ、人事組織のあり方を一変させた。これは、

「ものづくり」が顧客の価値観の変化を生じさせた

事例であり、この時、従来から企業として必要され

ていた事務作業の代替という意味では、「こと」に

変化は無かったが、インターネットを使った広報活

動など、新たな「ことづくり」が発生している。

　結局、顧客の価値観の変化に対する対応は、「も

のづくり」と「ことづくり」のどちらからのアプ

ローチであってもイノベーションが有効であり、価

値観の変化に関係する、何を作りたいのかが明確で

あることや、“誰のために”という視点がビジネス

の行き先を決めていると考えられる。

　Web2.0が言われ始めた頃に、「サイトの価値は、

そのデータ量とダイナミズムに比例する。」との言

葉があった。ネットワークが浸透することにより、

より大量のデータが行き交うようになり、そのデー

タに新しい何かが絶えず加えられていくことで、新

しい価値が生み出されていく。それが、顧客に価値

観を変化させるほどのものになるのかどうかは、予

測できるとは限らない。

　このような時代にあって、わが国の個人ベースの

リテラシーの高さは、新たなビジネスチャンスを得

る上で重要な要素と思う。ネットワーク上の“職人”

と呼ばれる、名もなき人々が、極めてクオリティの

高い“仕事”（本業ではない）をことあるごとに披

露する。それは、ネットワークの中の評価によって

定番化され、新たな価値観を創造する場合さえもあ

る。現状、そこには、必ずしも金銭的な価値は伴っ

ていないが、衣食が足りている社会において、自己

実現の欲求を満たすためにおこなわれる創造が、

「これからのものづくりの潮流⑴」において議論さ

れたとおり、アキバにおいては金銭的価値として具

体化しつつある。

　ビジネスとしてのこれからの「ものづくり」を考

えた場合、「ものづくり」と「ことづくり」は従前

にも増して一体不可分であることを意識し、その間

に生じている顧客の価値観の変化に敏感に反応する

ことが重要である。そして、そのヒントは、ネット

ワークの中に無限に存在しているのである。

図表４　 「ものづくり」と「ことづくり」と顧客の
価値観の変化の関係
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